
ﾃﾞｼｹｰﾀｰ中850℃焼成

硫酸の白煙完全揮発

沈殿物に蒸留水
、硫酸、弗酸

ﾄﾞﾗﾌﾄ内でSiO2除去

弗酸処理 蒸発乾固 再焼成 放 冷

AgNo3で洗浄液中Cl検査

ﾃﾞｼｹｰﾀｰ中恒量白金坩堝に沈殿
+ろ紙を850℃焼成

ろ紙No.5C、塩素ｲｵ
ﾝ無くなるまで洗浄

サンドバス上
で一晩放置

塩化ﾊﾞﾘｳﾑ20ml添加
⇒硫酸ﾊﾞﾘｳﾑ沈殿

黄色⇒赤味

ろ液中にﾒﾁﾚﾝﾚｯﾄﾞ数
滴+ｱﾝﾓﾆｱ水,希塩酸

調 整 沈殿作成 沈殿熟成 ろ 過 焼 成 放 冷

＜概要＞
耐火物中の硫黄の分析は、JIS R 2016-1（重量法及び滴定法）とJIS R 2016-2（機器分析法）の２つの方法によって規定され、いずれも適用範囲が硫黄分

(S)で5質量％以下（SO3換算で12.5%）とされている。しかし、（使用後も含めた）耐火物及びその原料の分析では、硫黄分が規定以上に多い場合がある。
一方、JIS R 2016-1は絶対法、JIS R 2016-2は相対法であり、後者の標準物質は前者によって値付けされることから、適用範囲を超えた硫黄分の分析に
前者の方法が使用できると考え、今回、JIS R 2016-1（重量法）を参考にした方法を用いて、硫黄分が20％を超える試料の分析を行ったので紹介する。

硫黄分析の分析方針 ＜アルカリ融解ー重量法＞
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＜参考＞
試料の硫黄量が多い
のに対して、「沈殿の
作成・熟成」作業中に
沈殿量が少ないと判断
⇒そこで、塩化ﾊﾞﾘｳﾑ
を手順より多めに添加。
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